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はじめに 

 

筑後川水系小石原川ダム建設事業については、環境影響評価法（平成９年法律第81号）

及び「ダム事業に係る環境影響評価の項目並びに当該項目に係る調査、予測及び評価を合

理的に行うための手法を選定するための指針、環境の保全のための措置に関する指針等を

定める省令（平成10年厚生省・農林水産省・通商産業省・建設省令第１号）」に基づく、

環境影響評価を実施し、平成16年3月に「筑後川水系小石原川ダム建設事業環境影響評価

書」（以下「評価書」という）を公告・縦覧した。 

評価書では、『予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講じる

場合又は効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講じる場合において、環境影響の程度

が著しいものとなるおそれがあるときは、工事の実施中及び供用開始後において環境の状

況を把握するために事後調査を実施する。』とし、環境保全措置の実施対象である植物

「ミヤコアオイ、ナガミノツルキケマン、ミズマツバ、オニコナスビ、マルバノホロシ、

ヒメナベワリ、エビネ （以下「保全対象植物」という）」について事後調査を行うこと

とした。 

独立行政法人水資源機構では、平成28年度に始まった本体掘削工事の着手にあわせて、

環境保全措置として保全対象植物の移植を実施し、供用開始から1年となる令和4年度まで

事後調査を行ってきた。なお、保全対象植物の環境保全措置としての移植の実施にあたっ

ては、専門家の指導・助言を得た上で移植試験等を継続して行った結果、個体の活着や結

実を確認するなど、保全対象植物７種全ての移植に係る知見を蓄積した。 

本報告書は、評価書に基づき、保全対象植物７種の環境保全措置に対する事後調査の結

果について、中間報告として作成した「事後調査報告書（工事の実施中）」（平成29年5

月）に、その後の状況等を追記して「事後調査報告書（供用開始後）」としてとりまとめ

たものである。 

なお、本報告書の記載にあたっては、評価書の公告・縦覧以降の事業の進捗、市町村合

併等の内容変更を反映したものとしている。 
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